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ク・ゲーム（アジア大会 ような競技会）の開催地で太平洋島嶼国家一四カ国の代表とフランスの海外県ニューカレドニア、タヒチを中心とするフレンチ・ポリネシの代表が陸上競技や水泳やサッカーなどで覇を うのである。サルコジはその開会式に出席するために、ユーロ危機 一刻を争うヨーロッパを留守にして、わざわざ地球の裏側のニューカレド ア
にまで飛んだのであった。 （ちなみにニューカレドニアは数年後、住民投票によってフランスから独立する予定である。 ）　
九月に入ると、ニュージーラン













































ヌアツ （ニューヘブリデス） ―フィジー―ニューカレドニアのなすメラネシアの島嶼群がある。メラネシアは「メラ」という接頭辞からもうかがえるように（メラニンは黒色素を示す） 、ポリネシアより



































































































































































九九〇年のＧＮＰに占める援助の比率はキリバス（四六・五％） 、ソロモン（二六・二％） 、 トンガ（三〇・二％） 、 ヌアツ（三一・九％） 、サモア（ 五・四％）と軒並み四分の一を超える。　
一九六二年に独立したサモア







がら誕生した太平洋島嶼国は、太平洋が「アンザスの湖」であることを黙認していたが、一九七〇年代後半に、パプアニューギニア、ソロモン諸島、 バヌアツ （旧ニューヘブリデス）が独立を果たすとこれらメラネシア三カ国はより白人から自立した政治的自由 求めて連帯の道を模索する。　
そして、一九八五年一一月、パ













ながら、フランス 離さないニューカレドニア（ 七五 から独立運動を開始していた）を国連の非自治地域リストへ登録することを決議した（小柏［一九九四：八一］ ）そして、翌八月、フィジーの首都スヴァで開かれた南太平洋フォーラムにおいて、メラネシア三カ国はニューカレドニア独立を国連の場に持ってゆくことを要求した。南太平洋フォ ラムはそれを受けて、ニューカレドニア独立問題の国連への上呈を決議した（小柏［一九九四：八一］ ） 。　
こうした一連の連帯を経て、メ





「中国のマハン」と呼ばれる劉華清提督を人民解放軍司令に抜擢し、ここに今日まで続く中国の海洋進出がスタートする。劉は日本列島―南西諸島―台湾―フィリピンを結ぐ、 「第一列島線」内の海域（黄海＋東シナ海＋南シナ海）を領海化し、横須賀―グアムニューギニア 結ぶ 「第二列島線」内の西太平洋におけるアメリカのシーパワー（制海権）を無力化し、消去するという大戦略を編み出た。　
一九九〇年台に入ると、鄧小平
の改革開放政策は功を奏し始め、安い中国製商品が怒涛のように、太平洋島嶼諸国の都市部のスーパーマーケットに流れ込み始める。また東南アジア華僑が白人企業を押しのけて、流通・貿易・森林伐採・漁業に進出する。 経営の大型スー の棚には中国製商品があふれ 中国本土からは主として南中国出身 小商人がビジネスチャンス 求め、太平洋の島々の都市部に毛細血管が走るように根を張っていった。何千年もの歴史を持つ中国商人の前
に、白人ビジネスは駆逐され、島民のビジネスマンは赤子の手をひねられるように淘汰された。　
二一世紀に入ると、中国と太平














ローン（長期低利貸付）であって、グラント（贈与）ではない。トンガで言えば、援助累計額はＧＤＰの三二％に達するといい、中国からの使節が首都ヌクアロファに到着すれば、レッドカ ペットを敷いて迎えるという有様であ 。 「朝貢外交」という言葉 浮かんでくる。　
更に、中国はメラネシア急先鋒



































〇〇七年には二億九三〇〇万ドル（三〇〇億円）へと九倍に増やして、そのプレゼンスを高めた」のである。 （黒崎 ［二〇一二：一五一］ ）　
フィジーはメラネシア急先鋒グ
ループの一員であり、その結束は固い。豪・ＮＺが牛耳る太平洋諸島フォーラム（ＰＩＦ：北太平洋のミクロネシア三国が独立して加盟したことによって南太平洋フォーラムが二〇〇〇年、名称を変更した）は、 ィジーを総会から排除したが、メラネシア急先鋒グループ首脳＋ツバル首相＋東チモール外相は、二〇一一年九月の太平洋諸島フォーラムに先立ってバイニマラマ首 と会談し 結束を固めた（
Fiji Sun 2011.9.5 ） 。
　
また、オークランドでの太平洋
諸島フォーラム総会直後、ソロモン航空はエア スＡ三二〇を ィジーのナンディ国際空港まで飛ばし、ホニアラ（ソロモンの首都）―ナンディ―ポート・ヴィラ（バヌアツの首都） ―ホニアラ路線と、ホニアラ―ポートモレスビー（ＰＮＧの首都）―ホニアラ路線に就航させる旨、 発表した。 これによって、エアバスでメ ネシア急先鋒グループはがっちりと結合されるのである（























































































Z herald 2011.9.13 ） 、他
の国々と開発援助を協調するつもりはない旨、はっきりと断言した（RA
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